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1 はじめに
検索エンジンの利用状況を調査した研究 [1]による

と，ユーザの多くは検索エンジンによって得られた検

索結果のうち上位 5 件程度しか閲覧しないとされてお

り，インターネットから必要な情報を効率的，効果的

に取得することが困難になっている．そのため，ユー

ザが効率的，効果的に情報を取得するための方法が考

えられ、その一例が検索結果の組織化に基づいたユー

ザへの提示である [2]．

組織化の方法の一つにカテゴリ体系による方法があ

り，これは，意味のあるラベルの集合であるカテゴリ

体系に合わせてデータを整理し，論理的で一貫性のあ

る形にする方法である．しかしこの方法は，カテゴリ

への割り当てを自動化させることを可能とする反面カ

テゴリのラベル集合の定義は人手に頼るところが大き

く，大量の文書集合の分類には上手く機能しないとい

う問題がある．

この問題を解決する組織化の方法として，多元的ク

ラスタリングに基づく方法がある．多元的クラスタリ

ングとは，ある類似尺度に準じてデータを自動的にグ

ループ化するものである．この方法ではデータのクラ

スタリングやラベルづけが自動で行えるが，下位階層

のクラスタがユーザにとって直観的でないという欠点

がある．これは，多元的クラスタリングが複数の共通

素性によりデータが分類されるため，それらの類似度

によってラベルが決まるが，ラベル間の意味関係が考

慮されず，同位概念ではないラベルを持つクラスタが

同位のクラスタとして混在するため，クラスタの構造

とラベルの概念構造，特に親子関係に齟齬が生じ，ユー

ザがクラスタを直観的に理解できないことから生じる．

このような問題点を解決するために，ラベルの直上概

念の一つを共有していれば同位概念であると判断し，

クラスタをラベルの概念構造に従うように提示する方
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法が考えられるが，多くの場合，それぞれのラベルは

複数の直上概念を持つため，ラベルに対する直上概念

を一意に決定する必要がある．

そこで本稿では，日本語WordNet [3]の概念構造を

用いてラベルが持つ複数の直上概念から最適な直上概

念を決定する手法を提案する．

2 先行研究
Web検索などの場面において，ユーザが与えた一語

のクエリに対して上位語と同位語が大量に得られるが，

たいていの場合，上位語，同位語らしくない語が含ま

れる．そのため，上位語らしい語，同位語らしい語を

ランキングすることで，それらを判定する手法が提案

されている [4]．

文献 [4]ではまず，Wikipediaから抽出した語の上下

関係をもとに構築した概念辞書に基づいて，あるクエ

リ語 qの上位語集合Hq = {x | x ∈ h} と，qを含む q

の同位語集合 Cq = {x | x ∈ c} からなる二部グラフを
構築し，語にハブ値とオーソリティ値というスコアを

与えれば，二部グラフの qから hにエッジがあればハ

ブ値が高く，ハブ度が高い hから cにエッジがあれば

が高くオーソリティ値が高くなるようにそれぞれの値

を再帰的に定めることで，最終的に収束したオーソリ

ティ値が高い語ほど同位語らしい語，ハブ値が高い語

ほど上位語らしい語としている．

3 提案手法
本稿では，概念間の意味関係を説明した概念辞書で

ある日本語WordNetの概念構造を用いた，ある語 tに

対する最適な直上概念決定を以下の手順に従って行う．
1. 図 1に示すようにWordNetの各概念をノード，リ

ンクをエッジとする有向グラフを構築し，ある語 t

の上位ノードh1, h2, . . . , hnを tの直上概念とする．

2. 共通祖先を持つ直上概念は tに適切な直上概念で

あると仮定し，hi(1 ≤ i ≤ n) の nC2 通りの組

合せの最小共通祖先 (Lowest Common Ansestor:

LCA) にあたるノードを抽出する．

3. 抽出した各 LCA から t までの最短経路を求め，
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図 1: WordNetのリンク構造を表す有向グラフ

t までの距離が最も短い LCA を最重要共通祖先

(Primary Lowest Common Ansestor: PLCA)と

定義する．

4. tと PLCA 間の最短経路と最長経路を探索し，そ

の最短経路上と最長経路上に存在する tの hiを t

の適切な直上概念候補とする．

全てのノードは一つの上位ノードに収束するため，抽

出した各 LCAのうち tから各 LCAまでの距離が長す

ぎると LCAが過度に抽象化される可能性がある．それ

を防ぐために各 LCA から tまでの最短経路を求め，t

までの距離が最も短い LCAを PLCAとしている．ま

た，tから PLCA までの経路上にある直上概念は，t

の概念を抽象化し，かつ PLCAを具体化した概念であ

る言える．そのため，tから PLCA までの最短経路は，

その概念の階層が最も簡潔であり，その経路上にある

直上概念は最も抽象性の高い直上概念と言える．一方，

tから PLCA まで最長経路は，その概念の階層が最も

詳細であり，その経路上にある直上概念は最も具体性

の高い直上概念と言える．

4 評価実験
3節で定義した直上概念の適切さを判断するために

評価実験を行った．

WordNet内の名詞のうち直上概念を二つ以上持つ概

念 tの直上概念を，3節で説明した「最短経路上にある

概念」，「最長経路上にある概念」という二条件により

それぞれ抽出し，「tの上位概念としてどちらがふさわ

しいか」を評価した．実験データである WordNetの

概念の総数が 1422 であったため信頼率 0.95，最大誤

差 0.05となるように，サンプルサイズを 300 とした．

同様に，信頼区間幅の期待値が誤差 δ = 3以下となる

被験者数もサンプルサイズ n ≥20人となる．δは予備

実験から得た普遍分散を基に求めた値である．

実験の結果から母平均の 95 % 信頼区間を求めたと

ころ，母集団 1,422概念に対し最適な直上概念は，最短

経路による抽出では [816，891] 個，最長経路による抽

出では [559，634] 個が tに最適な直上概念であると推

定され，最短経路による条件が最長経路による条件よ

りも妥当であると言える．これは，最重要概念ノード

までの最短経路上の概念は祖先ノード数が少なく，よ

り範囲の狭い概念を選択したことから，語 tのみに当

てはまるような限定的な概念を選んだために良い結果

になったと考えられる．

5 おわりに
本稿では，日本語WordNetのグラフ構造を用いた，

ある概念に対する適切な直上概念決定を行った．評価

実験の結果から，ある概念の直上概念うち，PLCAま

でが最短となる経路上にある直上概念がもっともラベ

ルとして適切であるとわかった．今後の課題として，従

来手法と比較し，提案手法の有用性を評価する必要が

ある．
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